～医療の針刺しに伴う合併症について～


現在の医療では、血管に針を刺して血液検査を行ったり、注射をしたりと毎日多くの針刺しが行われています。これは健康管理や治療に必要な医療行為ですが、ごくまれに合併症（健康被害）が起こると言われています。
私たち、医療スタッフは十分気をつけながら処置をしていますが、それでも合併症が起こってしまった場合には最善の対処を致しますので、どうぞ安心して処置を受けてください。



◎出血、内出血、皮下血腫
　→　しっかりと穿刺部位を圧迫し、押さえる事で防げます。


◎アルコール消毒によるかぶれ
　→　アルコールに過敏な方はあらかじめお申し出ください。


◎過度の緊張による迷走神経反射
　→　めまい・気分不良・気が遠くなるなど、無意識に強く緊張する事で採血前に起こる人もいます。
[bookmark: _GoBack]　　　過去にこの様な症状を経験した事がある方は、事前にお申し出ください。


◎手や指のしびれ
　→　約1万～10万回に1回程度の頻度で起こるとされていますが、多くは1週間以内、ほとんどは3ヶ月以内に改善します。



〇〇〇〇医院　院長
